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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 
 
１．機関内規程 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 
 □ 機関内規程を定めている が、一部に改善すべき点がある。 
 □ 機関内規程を定めていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
「動物実験規程」 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（以下「飼養保管基準」とい

う。）と文部科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関する基本指針」（以下「基本指針」

という。）に則って、動物実験規程が定められている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
「動物実験規程」は適切に作成されているが、昨今の動向を踏まえて、公私立大学実験動物施設協

議会より公開されている規程雛形を参考に適宜修正することが望ましく、2022 年度内での規程改

正を検討する。 
 

 
２．動物実験委員会 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 
 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 動物実験委員会を設置していない。 
２）自己点検の対象とした資料 
「動物実験規程」「2021 年度動物実験委員会議事録」「2021 年度動物実験委員一覧」 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
飼養保管基準及び基本指針に適合した動物実験委員会が置かれている。 

 
４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 
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３．動物実験の実施体制 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制を定めている。 
 □ 動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 動物実験の実施体制を定めていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
「動物実験規程」「動物実験計画書様式」「動物実験報告書様式」「飼養保管施設設置承認申請書様式」

「実験室設置承認申請書様式」「施設等廃止届様式」 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 

動物実験の実施に必要な動物実験規程等及び各種申請書様式等が適正に定められている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当なし 

 
 
４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 
１）評価結果 
■ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めている。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めているが、一部に改善すべき点がある。 
□ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制を定めていない。 
□ 該当する動物実験を行っていないので、実施体制を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 
「動物実験規程」「2021 年度動物実験委員会資料・議事録」 
「遺伝子組換え実験安全管理規程」「遺伝子組換え実験安全管理に関する細則」 
「研究段階におけるゲノム編集技術の利用により得られた生物の使用等に関する要項」 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
安全管理に注意を要する動物実験の実施に関連する様式や手続きを整備している。 

 
４）改善の方針、達成予定時期 

今後、安全性に注意を払うべき実験(物理的、化学的に危険な材料、病原体等を用いる実験)が実施

される可能性がないのであれば、「動物実験規程」に「安全性に注意を払うべき実験の禁止」の旨を明

記することも可能である。 
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５．実験動物の飼養保管の体制 
１）評価結果 
 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
「動物実験規程」「飼養保管施設設置承認申請書様式」「実験室設置承認申請書様式」「施設等廃止届

様式」「龍谷大学瀬田学舎９号館動物飼養保管施設運用マニュアル」 
 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 飼養保管施設等の設置と廃止に関する要件が規程等に定められており、確認に必要な各種様式等も

適正に定められている。また、飼養保管施設には標準作業手順書として龍谷大学瀬田学舎９号館動

物飼養保管施設運用マニュアルが定められている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
緊急時の対応及び実験動物の逸走時の対応は飼養保管マニュアルに明文化されているが、国立大学

法人動物実験施設協議会ホームページの「緊急時の対応マニュアル策定のための資料(項目)」並びに

「緊急時対応マニュアル策定のための手引き(指針)・2018 版」を参考に策定することが望ましい。 
 

 
６．その他（動物実験の実施体制において、特記すべき取り組み及びその点検・評価結果） 
１）教育訓練の体制 
  教育訓練を行うための体制が整っている。（「動物実験規程第 9 章」「動物実験にかかる教育訓練

に関する資料」参照） 
２）自己点検・評価、情報公開の体制 
  自己点検・評価および情報公開を行うための体制が整っている。（「動物実験規程第 10 章、第 11

章」参照） 
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Ⅱ．実施状況 
 
１．動物実験委員会 
 （動物実験委員会は、機関内規程に定めた機能を果たしているか？） 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、適正に機能している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
「2021 年度動物実験委員会資料・議事録」 

 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 

動物実験規程に基づいて、学長の諮問機関として委員会を開催し、関連事項に関して審議した。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
該当なし 

 
 
２．動物実験の実施状況 
 （動物実験計画書の立案、審査、承認、結果報告が実施されているか？） 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、適正に動物実験を実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
「2021 年度動物実験委員会資料・議事録」「動物実験計画書」「動物実験報告書」「動物実験自己点検

票」 
 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
動物実験計画書を審査し、学長の承認を得ると共に、動物実験報告書と動物実験自己点検票により

動物実験の実施状況を把握した。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 

該当なし 
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３．安全管理に注意を要する動物実験の実施状況 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合し、当該実験を適正に実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
 □ 該当する動物実験を行っていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
  「2021 年度動物実験委員会資料・議事録」「動物実験計画書」「動物実験報告書」 
  「動物実験の自己点検票」「実験動物飼養保管状況の自己点検票」 

 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
   安全管理を要する動物実験は遺伝子組換え実験のみであり、安全設備が必要な感染実験等は行

われていない。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
  該当なし 
 

 
４．実験動物の飼養保管状況 
１）評価結果 
 □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
 □ 飼養保管する実験動物はいない。 
２）自己点検の対象とした資料 
  「2021 年度動物実験委員会資料・議事録」「動物実験規程」 

「2021 年度 飼養保管した実験動物の種類及び数について（報告）」 
  「龍谷大学瀬田学舎９号館動物飼養保管施設運用マニュアル」 
  「実験動物飼養保管状況の自己点検票」 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 実験動物は適正に飼養保管されていた。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 

人獣共通感染症の知識、情報収集に更につとめるとともに、微生物モニタリングを策定する。 
加えて、2022 年度中を目途に飼養保管施設運用マニュアルの内容を更新する。 
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５．施設等の維持管理の状況 
１）評価結果 
 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に維持管理している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
 □ 飼養保管する実験動物はいない。 
２）自己点検の対象とした資料 

「2021 年度動物実験委員会資料・議事録」「動物実験規程」 
「龍谷大学瀬田学舎９号館動物飼養保管施設運用マニュアル」 
「2021 年度実験動物飼養保管状況の自己点検票」 

 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
  施設の設置時に動物実験規程が求める設置基準を満たしていることを委員会が確認しており、委

員長による視察と実験動物飼養保管状況の自己点検票の提出によって、適正に維持管理されている

ことを把握している。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
 該当なし 
 

 
６．教育訓練の実施状況 
（実験動物管理者、動物実験実施者、飼養者等に対する教育訓練を実施しているか？） 
１）評価結果 
 □ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 ■ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
    「2021 年度動物実験委員会資料・議事録」「動物実験規程」 
  「実験動物飼養保管状況の自己点検票」「教育訓練資料」 

   
３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 飼養保管施設での具体的な作業手順等を記載したマニュアル等の整備に関して、外部評価におい

て一部不十分との指摘を受けたため、今後整備する。 

 
４）改善の方針、達成予定時期 
 マニュアル等の整備を早急に完了させること。 
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７．自己点検・評価、情報公開 
（基本指針への適合性に関する自己点検・評価、関連事項の情報公開を実施しているか？） 
１）評価結果 
 ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正に実施している。 
 □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 多くの改善すべき問題がある。 
２）自己点検の対象とした資料 
  「動物実験規程」 

「2020 年度動物実験自己点検・評価報告書 」 
http://www.ryukoku.ac.jp/research/ethics/animal.html 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点や問題があれば、明記する。） 
 大学の情報公開ホームページに自己点検・評価報告書をはじめとして、本学における動物実験に関

する情報を公開している。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
 該当なし 
 

 
８．その他 
（動物実験の実施状況において、機関特有の点検・評価事項及びその結果） 
2021 年度には、動物の解剖学的構造に対する学生の理解を深めるために、先端理工学部／理工学部

の生物学実験と農学部の解剖生理学実験においてマウスやラットが用いられた。例年とは異なり、コ

ロナ禍のために実習もオンライン授業を中心に実施されたため、予定していたより少ない動物数であ

った。農学部教員による栄養生理学的研究においてもマウスやラットを用いた実験が実施された。い

ずれの実験においても実験終了後、動物の遺体は丁重に取り扱われ、その後の処理は専門の業者に委

託された。2021 年 4 月 12 日に瀬田キャンパス樹心館において開催された「いのちを考える集い」に

は、農学部の学生や教員が参加し、いのちの尊さと実験動物への感謝の気持ちを忘れないことを学ん

だ。動物実験報告書によると、可能な限り少数の動物で実験をおこなうよう配慮されており、いのち

を尊重する姿勢を示し続けていることが伺える。今後も、実験動物の取り扱いについて改善の余地が

ないか考えつづけるとともに、いのちを尊ぶ気持ちを常に心に抱きつつ真摯な態度で科学研究を進め

ていくことが望まれる。また、2021 年には日本実験動物学会外部検証委員会による動物実験に関す

る外部検証事業を受審し、動物実験委員会発足以来の様々な資料を整理して俯瞰する機会を得た。規

程に則し運営されているが、社会の動きに十分に追従できていないことも認識でき、改善点などを委

員会で共有することができた。必要な対応を順次行うとともに、今後とも動物実験の目的や趣旨を踏

まえながら、動物実験の適正な管理運営体制を維持し続けていきたいと考えている。 
 


